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ワークショップの概要

■はじめに
近年、里やまをはじめとした身近な自然の重要性が見直され、全国各地で自然環境

の保全のためのさまざまな調査・管理活動が行われています。しかし、せっかくの
調査結果が課題の認識や保全のための管理活動にうまく繋がらなかったり、明確な
保全の目標像がないままレクリエーション目的の管理作業ばかりが行われたり、複
数の団体の多様な活動の連携がうまくとれなかったりと、効果的な保全活動が行わ
れていないのが現状です。

そこでNACS-Jは、市民自身がより効果的な保全計画を立案し、身近な自然の保全へ
と一歩を踏み出せるように、ＣＡＰ※と呼ばれるプログラムを元に『地域の保全計
画をデザインする』ためのワークショップを開発しました。

■目的
【地域に関わる多様な主体が参加し、

一つの共通した保全計画をつくる】

今回のワークショップでは、みなさんが地元に持ち帰ってこのプログラ

ムを実施して頂けるように、プログラムの手法や手順を学ぶ
ことを目的とします。

※CAP（Conservation Action Planning）：アメリカのNGOで
あるThe Nature Conservancyの作成した、地域の保全計画
づくりのためのプログラム。通常は半年から一年かけて実
施される。
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ワークショップの概要

■方法の概要
【プログラムの内容】
まず、地域の生態系を象徴するような保全対象を参加者全員で選び出し、それが

何によって脅かされるのかといった問題の構造を整理します。それを踏まえた上

で、最も効果的な「保全対策」とその効果を評価するための「モニタリング調

査」が一体となった保全計画を立案します。

■期待される成果
・地域の自然の特徴や魅力についての合意形成が図られる
・地域の抱える問題の構造や保全目標について共通認識をもてる
・共通の保全計画の中で個別活動の位置づけや意義が整理される

■用意するもの
・ワークショップ用のシート（台紙）

・発表用「計画表」

・フセン（４色）

・カラーペン（細・太各種）

・鉛筆

・消しゴム

【参加者の役割】
ワークショップでは、自分が地域の保全活動に関わるメンバーであると想定し、

仮想的に保全計画を作成します。地元活動団体のメンバーの方は対象地域の情

報を参加者に伝えて下さい。外部からの参加者は、地元活動団体のメンバーか

ら意見や情報を引き出したり合意形成を促す「コーディネーター」としての役

割を意識して参加して下さい。
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■準備段階

Step0-1 保全計画のメンバーを集める

Step0-2 保全計画の対象範囲を決める

Step0-3 保全計画の目的を決める

Step1 保全対象を選ぶ
地域の自然環境を象徴するような「保全対象」を選び出します

■計画段階

Step2 存続の鍵となる条件・要素を探る
保全対象の存続に大きく影響する条件・要素を選び出します

Step3 衰退要因を列挙する
保全対象を脅かすような「衰退要因」や、衰退要因を生じる原因となってい
る「背景（背後要因）」を探ります

Step4 問題の構造を把握する
保全対象、衰退要因、背景（背後要因）の関係を線で結び、問題の構造を把
握した上で、最も大きな原因（元凶）を突き止めます

Step5 保全計画を立てる
衰退要因を取り除いて保全対象を保全・再生するための、具体的な「保全対
策」と、その効果を評価するための「モニタリング調査」の内容を決めます

■実施段階

Step6 実行する
保全対策とモニタリング調査を実行します

Step7 結果を評価し、計画を改良する
モニタリング調査の結果から、保全対策の効果を評価し、必要に応じて保全
計画全体を見直します

ワークショップの流れ

ワークショップは
ここから始め、
ステップごとに
時間を区切って

進めます

ここまで出来たら
班ごとに発表!！
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Step0 保全計画の目的を決める

①メンバーを集める
土地所有者、行政関係者、活動団体など、地域に関わ
るすべての団体・人に参加してもらうことが重要です。

②対象範囲を決める
保全計画の対象となる具体的な範囲（エリア）を決め
て下さい。

集水域をカバーするように範囲を定めると、効果的な保全計画を作成するこ
とが出来ます。

範囲を決めるのと同時に、その範囲の生態系を構成している主な景観要素を
挙げて下さい。

（例）対象地：海上の森“生態系保護区域”
主な景観要素：森林、貧栄養湿地、河川

Ⓒあいち海上の森センター
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③目的・管理指針を決める
このプログラムでは、対象地域の“生物多様性”や

“自然資源”の保全を目的として設定します。

（例）

・「希少な動植物の生息生育環境を維持保全する」

（海上の森の保全活用計画より）

・「希少種をはじめとする野生動植物の保全を図る」

（九州大学新キャンパスマスタープラン2001より）

Step0 保全計画の目的を決める
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Step1 保全対象を選ぶ

①保全対象を列挙する
地域の自然を象徴するような「保全対象」を付箋

に書き出して下さい。

黄色の付箋に記入し、シートの「保全対象」の欄に張って下さい。

保全対象は、湿地や谷戸といった「生態系」でも、ムササビやシデコブシと
いった「種」でも構いません。

既存の自然環境調査のデータがあれば活用して下さい。

いくつ列挙しても構いません。

（例）海上の森の生態系保護区域の場合

ムササビ 貧栄養な湿地

ハッチョウトンボ

シデコブシ

写真提供：海上の森の会 山本征弘

モクズガニ
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②保全対象を絞り込む
選んだ保全対象を、対象地域の景観要素を網羅す

るように配慮しながら、３つまで減らして下さい。

なぜそれを選んだかをよく話し合い、合意を図りながら絞り込んで下さい。

生息地・生態が似ているものをグループ化し、そのグループごとに下記のよ
うな性質をもつ種に着目すると効果的に減らせます。

難しければ「森林」や「谷津田」といった景観・生態系を選びましょう。

■実際には･･･
保全対象の数は3つ以上でも問題ありませんが、経験的に8つ以下でないと、後のワークショップ作

業が困難になります。

Step1 保全対象を選ぶ

個体数が少ないわりに生物間相互作用と多様性の

「要」の役割を果たしており、この種がいなくなると生

態系の機能や構造が大きく変化してしまうような種。
キーストーン種

絶滅の危険の高い種。他の種よりも、劣化している

特定の環境条件に強く依存していることが多く、そ

の種を守ることでその条件に依存している他の種も

保全される。

絶滅危惧種

猛禽類や肉食性哺乳類のように、生育に必要な面

積が非常に大きい種。この種の保全によって、同時

に広い生息地に含まれる多様な環境・生物が守ら

れることとなる。

アンブレラ種

種の性格が十分把握されており、その種と同じ生息

場所、環境条件を必要とする他の種群を強く代表で

きる種。複数のタイプの生態系を利用する種は、指

標できる条件がさらに広い。

生態的指標種

意味種類
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Step2 存続の鍵となる条件・要素を探る

①鍵となる条件・要素を探る
保全対象の存在に大きく影響を及ぼす要素や条件
を出して下さい。

水色の付箋に記入し、シートの「鍵となる条件・要素」に張って下さい。

先に選んだ「保全対象」自体が、別の保全対象の「存続の鍵となる要素・条
件」となっても構いません。

（例）

ムササビ

夜の暗さ

広い森林

貧栄養湿地

保全対象 鍵となる条件・要素

湧水の水質

湧水量

巨木

うろ

モクズガニ
川と海の
連続性

■実際には･･･
•「鍵となる要素・条件」として選んだ根拠、その情報の確からしさ（出典の種類など）、今後の裏付け
の必要性についても意識し、定期的に見直します。
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②モニタリング項目を考える
保全対象やその鍵となる要素について、その状態
が測定・評価できる「モニタリング項目」を書き
加えて下さい。

それぞれの要素の右下に緑の付箋で貼って下さい。既に測定可能な要素名に
なっているもの（例：気温や水位）はその必要はありません。

森林やため池といった「生態系」が対象であれば、その「面積」や「数」、
中に住んでいる「生き物の種類数」や「個体の数」などが例として挙げられ
ます。

対象がサンショウウオやアナグマといった「種」であれば、「個体数」やそ
の指標になるようなもの（卵塊数や撮影頻度等）が例として挙げられます。

（例）

ムササビ

夜の暗さ

広い森林

貧栄養湿地

保全対象 鍵となる条件・要素

湧水の水質

湧水量

巨木

うろ

モクズガニ

栄養塩

透明度

電灯の数

数

数

面積

フンの分布・数

面積

群落の草丈

個体数

■実際には･･･
•「鍵となる要素・条件」の値の望ましい範囲と、現在の状態（良いか・悪いか）についても記述します。

Step2 存続の鍵となる条件・要素を探る

川と海の
連続性 堰の大きさ

と分布
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Step3 衰退要因を列挙する

①衰退要因を列挙する
それぞれの保全対象を脅かす「衰退要因」を挙げて
下さい。

ピンク色の付箋に記入し、シートの3列目の「衰退要因」に張って下さい。

現在起こっている、または近い将来に起こりうることに限定して下さい。

■実際には･･･
•保全対象ごとに、列挙した衰退要因を影響の強い順に順位付けして下さい

（例）

保全対象 鍵となる要素 衰退要因

森林伐採

森林の分断化

ムササビ

夜の暗さ

広い森林

巨木

うろ
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Step3 衰退要因を列挙する

②背景を探る
衰退要因を生み出す源となっている「背景（背後
要因）」を挙げて下さい。

ピンク色の付箋に記入し、衰退要因の隣に張って下さい。

背景（背後要因）には、人間社会の社会的・経済的な要因が主に挙げられます。

背景（背後要因）を生じる原因となっている背後要因についても列挙して下さ
い。

■実際には･･･
•衰退要因を生み出す背後要因についても、影響の強さによって順位付けします。

保全対象 鍵となる要素 衰退要因

森林伐採

森林の分断化

ムササビ

市街地拡大

都市計画

道路建設

夜の暗さ

広い森林

巨木

うろ

（例）
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衰退要因保全対象 鍵となる要素

Step4 問題の構造を把握する

①問題の構造をつかむ
挙げた要因の関係を図式化します。

（例）

夜の暗さ

森林伐採

森林の分断化

ムササビ

市街地拡大

都市計画広い森林巨木

道路建設
うろ

■実際には･･･
・保全対象と衰退要因・背後要因の関係は、その因果関係が十分わかるように付箋を付け加えて下さい。ただ
し、付箋が多すぎて複雑になりすぎないように注意して下さい。全体で矢印が20本以内に収められれば単純

明快な解釈が可能です。

＜良い例＞

＜悪い例＞ サンゴ礁
森林の過剰
伐採

サンゴ礁
森林の過剰
伐採

はげ山化
土砂の海へ
の流入沈殿

関係のある付箋どうしを矢印で結んで下さい。

はじめは鉛筆で下書きし、確定したらペンで清書して下さい。

保全対象、鍵となる条件、衰退要因のどこから→が出ていても構いません。

必要に応じて、付箋の位置を入れ替えたり、付箋を書き直したり統合したり、
追加・削除して下さい。

影響力の強弱がある場合は→の太さを変えて表現して下さい。

関係が不明なものについては、線の上に「？」マークを付けて下さい。

すべてを繋げる必要はありません。繋がらないものは関連性の低いものや現在
は問題となっていない要素である可能性があります。
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衰退要因保全対象 鍵となる要素

Step4 問題の構造を把握する

②元凶を突き止める
矢印をたどって保全対象を脅かす「元凶」を見つけ
て下さい。

保全対象に、最も悪影響を及ぼしている要因（問題の「元凶」）を見つけ出し
て下さい。

（例）

夜の暗さ

森林伐採

森林の分断化

市街地拡大

都市計画広い森林巨木

うろ
道路建設

ムササビ
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Step5 保全計画を立てる

①保全対策を決める
保全対象を脅かす原因を取り除くための具体的な
「保全対策」を決めて下さい。

まずは保全対象を１つ任意に選び、それに結びつく要因とそのつながり方に
問題がないか、他の要因もつながらないか、などを確認して下さい。

元凶を取り除くための保全対策を考えて下さい。

元凶への対策が困難な場合は次に影響の大きい「衰退要因」に対する保全対
策を考えて下さい。

衰退要因への対策も困難な場合は「鍵となる条件・要素」に対する保全対策
を考え、それも困難な場合は「保全対象」自身への保全対策を考えて下さい。

保全対策の内容を緑色の付箋に記入し、対象となる要因の横に張って下さい。

計画の実現可能性もある程度踏まえて決定して下さい。

実際に活動している市民団体の活動内容をふまえると、実行できる可能性は
高くなります。

森林の分断化

都市計画

巨木

うろ
道路建設

（例１）「元凶」に対する保全対策の場合

森林伐採
広い森林ムササビ

衰退要因保全対象 鍵となる要素

森林の分断化

都市計画
巨木

うろ 道路建設

森林伐採 市街地拡大

広い森林

ムササビ

市街地拡大

保護区域の
設定を提言

衰退要因保全対象 鍵となる要素

巣箱の
設置

（例２）「鍵となる条件・要素」に対する保全対策の場合
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②モニタリング調査を決める
効果を評価するための２種類のモニタリング調査
を決めて下さい。

保全対策そのものの効果を評価するためのモニタリングと、保全対象の保全
回復の度合いを評価するためのモニタリングを決めて下さい。

調査の内容を付箋に記入し、対象となる付箋の横に張って下さい。

実際に活動している市民団体が既に実施している調査内容をふまえると、実
行できる可能性は高くなります。

■実際には･･･
•保全計画には「目標」を掲げることが非常に重要です。目標は、数値目標など内容が具体的で、調
査から達成度の評価が可能で、達成を目指す期日も明記してあることが望ましいです。

•一つの保全対象についての保全計画ができたら、残りの保全対象についても同様に計画を立案し
ます。そして、どの対策・調査をどのような手順で実施するか、誰が担当するかなどについて、プロ
ジェクト全体の人的・経済的な資源と相談しながら取捨選択・決定します。

•どの団体が何をするかなど役割分担もして下さい。

（例）「巣箱の設置」を行った場合

森林の分断化

都市計画巨木

うろ
道路建設

森林伐採 市街地拡大
広い森林ムササビ

衰退要因保全対象 鍵となる要素

利用状況

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

個体数の

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

Step5 保全計画を立てる
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③保全計画を共有する
保全計画を発表用の「計画表」にまとめて下さい。

フンの分布
による
個体数

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

保全対策
保全対策の

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
保全対象 鍵となる条件 衰退要因 元凶

ムササビ
広い
森林

森林伐採

都市計画

空中写真
による

森林面積
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

（例）「元凶」に対する保全計画の場合

森林の
分断化

保護区域の
設定を提案

個体数
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

ムササビ うろ

森林伐採
巣箱の

利用状況
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

（例）「鍵となる条件」に対する保全計画の場合

都市計画
巣箱の
設置

Step5 保全計画を立てる

保全対象の
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

保全対策
保全対策の

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
保全対象 鍵となる条件 衰退要因 元凶

保全対象の
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

森林の
分断化
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Step6＆7 実行し、評価・改良する

「順応的管理」の体制で運営することが
大切です

特に、事前に全体像をデザインし、結果
を評価して計画にフィードバックすること
が大切です

Step６ 実行

保全対策とモニタリング調査を実行します

Step７ 改良

結果を評価し、計画を改良します

順応的
管理

計画・改良

モニタリング

対策の
実施

結果の
評価

（仮説）

（実験）

（調査）

（検証）

■実際には･･･
•モニタリング結果をどのような体制・頻度で評価するか、どのように評価結果を共有・広報するか、
どのように計画を改良するか、についても事前に計画に盛り込んで下さい。



20

NACS-J 里やま保全のためのワークショップ
「地域の保全計画をデザインする」 2008年9月発行

作成・発行元
財団法人 日本自然保護協会 保全研究部

〒104-0033 東京都中央区新川1-16-10 ミトヨビル2F

電話：03-3553-4104 FAX：03-3553-0139
メール：satoyama＠nacsj.or.jp

※本テキストの著作権は（財）日本自然保護協会に帰属します。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


